
① 子どもが自ら進んで学
習していること

② 子どもが普段の日に家
庭学習を毎日すること

③ 子どもが家で読書をする
こと

④ 子どもが楽しく学校に通
うこと

⑤ 学校がひとりひとりを大
切にした教育活動を行う
こと

⑥ 子どもの友人関係が良
好であること

⑦ 子どもが学校行事に積
極的に取り組むこと

⑧ 学校が生徒会活動・委
員会活動・係活動などを
積極的に行うこと

⑨ 子どもが進んで挨拶を
すること

⑩ 子どもが学校のきまりを
守ること

⑪ 子どもが学校から配布さ
れるプリント等を見せた
り，家で学校の話をする
こと

⑫ 家庭で子どもに将来の
夢や目標について働き
かけること

⑬ 子どもが基本的な生活
習慣（早寝・早起き・朝ご
はん）を身につけ，実践
すること

⑭ 学校が保護者にとって相
談や行きやすい雰囲気
があること

⑮ 学校が校下の小学校と
の小中一貫教育を進め
ていること

⑯ 学校が，学校だより・学
級通信・ホームページな
どで学校の様子を発信
すること

⑰ 学校の活動の中に，地
域活動にかかわる機会
があること

⑱ 学校における働き方改
革が進むこと
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グラフの見方

保護者アンケート集計結果（単位　％）　　　　　　　　　　　　　※グラフは実現度を記載しています。

【保護者アンケートより】
　保護者の皆様には学校評価へのご協力ありがとうございました。ご記入いただきました前期アンケートを集計し昨年度と比較しながら分析を行います。おおまか
な結果は，昨年度の実現度とほぼ同じ傾向を示しています。「よくできている」「大体できている」の肯定的な結果の割合を合わせた増減幅は＋9.4％～－6.6％と
なりました。肯定的な割合が最も大きく増加したのは「学校の活動の中に地域活動に関わる機会があること」でした。コロナの影響で多くの行事が中止せざるを得
なかった中で，昨年12月に実施された「南区一斉清掃」に多くの生徒が参加をしてくれた結果と思われます。また＋5.0％であったのが「子どもが学校行事に積極
的に取り組むこと」で，こちらも今の状況の中行事の大切さが見直されている結果を示しているものと考えられます。保護者アンケートでは「子どもが基本的な生
活習慣を身につけ実践すること」が＋4.2％でしたが，生徒アンケートの同じ項目では－9.3％を示すなど興味深い結果が出てきました。コロナ下で昨年度の前期ア
ンケートの時期に学校休校による家庭学習の時期が長かったため（長い時間自宅で過ごすため，ついつい子どもの出来ていない部分に目が向きがちになる。子
どもは昨年度より学習などが忙しくなり睡眠時間が短くなった）と推察しています。一方，実現度が減少したものは－6.6％の「配布プリントを見せたり家で学校の話
しをする」ことや，－5.7％の「将来の夢や目標について働きかけること」となりました。各ご家庭でゆっくり子どもに向き合える時間が少なくなったり，将来がなかな
か見えにくい現在の状況が，このようなアンケート結果にも現われているのではと考えられます。全体的には保護者のみなさまから，学校の教育活動に対しては
比較的高い評価をいただき，学校に対する温かなまなざしに感謝しております。しかし，生徒の学習に向かう態度である設問①②については，保護者の皆様のご
心配がよく現れており，学校としても取り組をすすめていきたいと考えています。今後とも本校が生徒にとって安心できる学びの場となり，一人ひとりの希望に添っ
た進路が実現できますよう，教職員一同より一層の努力を積み重ねてまいりますのでよろしくお願いいたします。
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前期学校評価を報告をします
令和３年度前期学校評価を実施しました。学校においても，生徒・保護者

の皆様に，様々な活動に制約をお願いしなければならない日々となってお

ります。このような中，生徒たちは新しい生活スタイルに柔軟に対応し懸な

がら命に取り組んでくています。保護者の皆様におかれましては，本校教

育へのご理解ご協力誠にありがとうございます。今後ともよろしくお願いい


